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令
和
七
年
に
大
阪
市
で
開
催
予
定
の
二
〇
二
五
年
日
本
国
際
博
覧
会
（
以
下
、
「
二
〇
二
五
年
大
阪
万
博
」
）
の
建
設
費
予

算
に
つ
い
て
、
誘
致
段
階
で
は
千
二
百
五
十
億
円
だ
っ
た
の
が
、
二
〇
二
〇
年
十
二
月
に
は
千
八
百
五
十
億
円
に
増
額
と
な
っ

た
。
さ
ら
に
、
二
〇
二
三
年
十
月
に
日
本
国
際
博
覧
会
協
会
は
二
千
三
百
五
十
億
円
に
増
額
す
る
こ
と
を
発
表
し
た
。
二
〇
二

五
年
大
阪
万
博
に
か
か
る
費
用
は
、
国
、
大
阪
府
・
大
阪
市
、
経
済
界
の
三
者
が
三
分
の
一
ず
つ
負
担
す
る
こ
と
と
な
っ
て
い

る
こ
と
か
ら
、
建
設
費
の
増
額
は
国
民
負
担
の
増
加
と
な
る
こ
と
が
懸
念
さ
れ
る
。 

 

そ
こ
で
、
以
下
、
質
問
す
る
。 

一 

二
〇
二
〇
年
十
二
月
の
建
設
費
増
額
の
際
に
は
井
上
信
治
国
際
博
覧
会
担
当
大
臣
（
当
時
）
は
、
「
今
回
の
金
額
は
上
限

で
あ
る
」
と
発
言
し
た
が
、
今
般
、
再
び
国
民
負
担
が
増
加
と
な
っ
た
。
万
博
担
当
大
臣
の
発
言
は
簡
単
に
翻
さ
れ
る
よ
う

な
軽
い
も
の
な
の
か
。 

二 

本
年
十
一
月
二
日
、
西
村
経
済
産
業
大
臣
と
自
見
国
際
博
覧
会
担
当
大
臣
は
記
者
会
見
を
行
い
、
西
村
経
済
産
業
大
臣

は
、
「
会
場
建
設
費
を
二
千
三
百
五
十
億
円
に
見
直
す
と
い
う
博
覧
会
協
会
の
精
査
結
果
に
つ
い
て
、
物
価
上
昇
等
、
諸
々

で
あ
り
ま
す
の
で
、
こ
れ
は
や
む
を
得
な
い
と
し
て
受
け
入
れ
る
こ
と
と
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
」
と
述
べ
た
。
今
後
、
会



 

２ 

 

場
建
設
費
が
二
千
三
百
五
十
億
円
を
さ
ら
に
超
過
す
る
こ
と
と
な
っ
た
場
合
に
は
ど
の
よ
う
に
対
応
す
る
の
か
。 

三 
各
種
の
世
論
調
査
に
よ
れ
ば
、
二
〇
二
五
年
大
阪
万
博
に
つ
い
て
の
関
心
度
に
つ
い
て
、
「
関
心
な
い
」
が
六
割
超
、

「
関
心
あ
る
」
が
三
割
前
後
と
な
っ
て
お
り
、
「
関
心
な
い
」
が
「
関
心
あ
る
」
の
約
二
倍
と
な
っ
て
い
る
。
国
民
の
関
心

が
低
い
中
で
、
国
民
負
担
が
増
加
す
る
こ
と
は
不
適
切
と
考
え
る
。
二
〇
二
五
年
大
阪
万
博
の
建
設
費
予
算
の
増
額
に
つ
い

て
は
、
受
益
者
負
担
、
す
な
わ
ち
入
場
料
の
値
上
げ
な
ど
で
対
応
す
る
こ
と
を
提
案
す
る
が
、
政
府
の
見
解
は
如
何
に
。 

四 

夢
洲
は
埋
立
地
で
あ
り
軟
弱
地
盤
で
あ
り
建
物
を
建
築
す
る
に
は
軟
弱
地
盤
対
策
が
必
要
で
あ
り
、
そ
の
た
め
通
常
の
建

設
よ
り
も
建
設
費
が
か
さ
む
こ
と
と
な
る
。
軟
弱
地
盤
対
策
の
必
要
性
と
そ
の
た
め
の
費
用
に
つ
い
て
、
パ
ビ
リ
オ
ン
を
設

置
し
よ
う
と
し
て
い
る
外
国
政
府
は
承
知
し
て
い
る
か
。
政
府
と
し
て
把
握
し
て
い
る
と
こ
ろ
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。 

 

右
質
問
す
る
。 


